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医学・医療の進歩

貧血 → 輸血治療

食べる量が少ない → 高カロリー輸液

経管栄養

水を飲む量が少ない → 点滴治療

尿の量が少ない → 点滴の増量

利尿剤

血圧の低下 → 昇圧剤

呼吸の停止 → 人工呼吸器

心臓の停止 → 心臓マッサージ



医学・医療の問題点

•医学的治療が何でも、簡便に確実に安全に

行うことができるようになりました・・・

•しかし、生活の質は？精神的な苦痛は？幸

せは？自分らしさは？本人の希望は？

•ぽっくりと逝くことは、簡単にはできない時

代になりました・・・



急性期病院の悩み

•もう少し、患者さんのご希望を反映した医療が
できないものか・・・

しかし・・・

•患者さんにはすでに認知症・意識低下がある

•ご家族は仕事が忙しく、あまり病院に来ない

•患者さんのご意向を、ご家族もよく知らない

•急性期病院では、ゆっくり患者さんのご意向に
ついて話し合う時間がない

•新型コロナ感染症のために面会ができない



最近の医療事情

•急性期病院に入院できる期間が非常に短くなっている

•一つの病院ではなく、多くの医療機関に罹ることが多い

•診療情報提供書（紹介状）は病気のことが中心である

•個人情報保護の立場から、患者や家族のプライバシーに

かかわる情報を施設・人を越えて共有しにくい

•家族関係も希薄になってきている

→急性期病院だけで適切な急性期医療は提供できない！



ACP（Advance Care Planning）ってなに？

•患者・家族・医療従事者の話し合いを通じて、患
者の価値観を明らかにし、これからの治療・ケア
の目標や選好を明確にするプロセスのこと

•アドバンス→前もって

•ケアプランニング→医療や介護の計画を立てる

•プロセス→結論より、話し合うことを重要視

※単に終末期に行ってほしい医療やケアを話し合
うだけでは解決しない・・・（色んなことが起こる）

その人の価値観や人生観を共有する

Ritjens Lancet Oncol. 2017.



ACPの愛称を人生会議に・・・

2018年11月30日厚生
労働省は11月30日（い
い看取り、いい看取ら
れ）を人生会議の日と
して普及啓発すること
としました

※一般市民と当事者（患
者）の方とは受け取り方
は異なるので配慮は必要

ACP≠人生会議



人生会議とは・・・



自分の思いを伝えるオレンジノート
～最後まで自分らしく生きるために～

自分の価値観や人生観を記入
→エンディングノートの役割
自分の受けたい医療についての記入
→事前意思確認書（アドバンスディレク
ティブ）の役割

責任編集：
淀川キリスト教病院 臨床倫理委員会
佛教大学保健医療技術学部 濱吉美穂
初版作成：2017年3月
第2版：2018年10月、第3版：2019年11月

淀川キリスト教病院よろず相談室で配付
個人：最大2冊、施設：最大10冊



一緒に活動して下さる方大募集！

最期まで自分の希望する医療・ケアを受けられる街に

チームメンバーの役割と活動

●ACPの勉強会 ●ACP普及ツール作成

●専門職・一般市民へのACP普及教育活動

＊年4回程度の会合を予定（対面・WEB）

第1回会合：2019年3月23日（土）14：00～17：00

第6回会合：2020年12月26日（土） 14：00～17：00

東淀川ACP啓発チーム

「チームACP」を結成します

多職種からなるチームメンバー構成（30名）：医師、看護師、
訪問看護師、行政保健師、行政保健福祉課担当者、介護支援専門員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、MSW、薬剤師、民生委員、地域包括ケアセンター職員 等



市民公開講座の開催
280名の
一般市民
が参加



ACP啓発グループの今後の目標

１、市民に対して・・・

・市民向け啓発リーフレット、ポスター

・啓発動画（YouTube）の作成

・小規模市民講座の開催

２、専門職に対して・・・

・東淀川区版ACP実践マニュアル

・各職種ごとのマニュアル

・各施設の取り組み・工夫の共有

・スタッフ向け研修会の開催



大阪府「人生会議」啓発ポスター



大阪府「事前意思記入用紙」


